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第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て

池
　
田
　
光
　
子

は
じ
め
に

大
阪
大
学
の
源
流
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
懐
徳
堂

は
、
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
か
れ
る
。
一
つ
が
享
保
九
年
か
ら

明
治
二
年
に
至
る
ま
で
の
懐
徳
堂
、
一
つ
が
大
正
五
年
に
新
た
に

学
舎
が
竣
工
さ
れ
て
か
ら
昭
和
二
〇
年
に
焼
失
す
る
ま
で
の
懐
徳

堂
で
あ
る
。
前
者
は
旧
懐
徳
堂
ま
た
は
懐
徳
堂
、
後
者
は
重
建
懐

徳
堂
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

双
方
の
懐
徳
堂
と
も
、
残
念
な
が
ら
建
物
は
現
存
し
な
い
。
し

か
し
、
多
く
の
関
連
資
料
が
伝
存
し
て
お
り
、
そ
の
殆
ど
は
大
阪

大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
（
以
下
、
懐
徳
堂
文
庫
と
略
称
）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
懐
徳
堂
文
庫
の
資
料
数
は
約
五
〇

〇
〇
〇
点（

（
（

。
藩
校
の
文
庫
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
分
量
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
一
時
に
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
に
関
わ
る
様
々

な
人
々
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
揃
え
ら
れ
た
。
な
お
、
旧

懐
徳
堂
閉
校
後
の
資
料
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
は
、
竹
腰
礼
子
氏
の

「
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
な
り
た
ち
と
蒐
集
の
経
緯
」（『
懐
徳
』

第
七
〇
号
、
懐
徳
堂
記
念
会
、
平
成
一
四
年
。
以
下
、
竹
腰
論
考

と
略
称
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
懐
徳
堂
文

庫
は
複
数
の
資
料
群
（
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
群
に
も
文
庫
名
が
付
さ

れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
懐
徳
堂
文
庫
を
構
成

す
る
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
中
で
も
、
筆
者
が
最
も
注
目
し
て
い
る

の
は
「
新
田
文
庫
」
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
貴
重
資
料
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
資
料
群
で
あ
り
な
が
ら
、
長
年
、
そ
の
内
容
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
筆
者
は
現
在
ま
で
の
研

究
に
お
い
て
、
新
田
文
庫
の
一
部
で
あ
る
「
第
一
次
新
田
文
庫
」

に
つ
い
て
は
、
調
査
及
び
目
録
作
成
を
行
い（

（
（

、
残
り
の
「
第
二
次

新
田
文
庫
」
に
つ
い
て
は
、
予
備
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
予
備
調
査
で
発
見
し
た
資
料
や
情
報
を
踏
ま
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え
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
紹
介
と
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
目
録
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

一
、
成
長
す
る
懐
徳
堂
文
庫

ま
ず
は
、
新
田
文
庫
を
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
文
庫
の
成
立
過
程
に

つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

懐
徳
堂
は
、「
五
同
志
」
と
呼
ば
れ
る
大
坂
有
力
町
人
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
享
保
九
年
に
開
学
し
、
二
年
後
に
は
官
許
（
幕
府
か

ら
の
許
可
）
を
得
て
、
大
坂
を
代
表
す
る
学
問
所
（
大
坂
学
問
所
）

と
な
っ
た
。
最
盛
期
は
四
代
学
主
中
井
竹
山
（
一
七
三
〇
～
一
八

〇
四
）
と
弟
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）
の
時
と
さ
れ
る
。

そ
の
学
術
的
名
声
は
全
国
に
広
ま
り
、
当
時
の
著
名
な
文
化
人
た

ち
が
懐
徳
堂
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
交
流
の
幅
は
広
く
、
儒
者
だ

け
で
は
な
く
、
大
坂
の
自
由
な
知
の
拠
点
と
も
称
さ
れ
る
木
村
蒹

葭
堂
や
印
聖
高
芙
蓉
、
江
戸
画
壇
の
重
鎮
谷
文
晁
、
近
代
天
文
学

の
先
駆
け
麻
田
剛
立
な
ど
、
様
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
勢

い
も
時
代
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
、
明
治
二
年
に
閉
校
と
な
る
。

資
料
の
一
部
は
売
却
、
一
部
は
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
並
河
寒
泉

（
一
七
九
七
～
一
八
七
九
）
や
預
あ
ず
か
り

人に
ん

中
井
桐
園
（
一
八
二
三
～
一

八
八
一
）
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

寒
泉
と
桐
園
と
が
先
賢
の
資
料
を
保
持
し
よ
う
と
尽
力
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
個
人
で
多
量
の

資
料
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
売
却
や
遺
漏
、
分
散
に

よ
る
継
承
の
断
絶
が
起
き
た
資
料
が
あ
っ
た
と
し
て
も
致
し
方
な

い
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
で
も
先
賢
の
資
料
を
後
世
に
伝
よ
う
と
す

る
気
概
は
受
け
継
が
れ
、
特
に
懐
徳
堂
の
歴
代
学
主
を
輩
出
し
て

き
た
中
井
家
の
子
孫（
履
軒
の
曾
孫
）で
あ
る
中
井
木つ

菟ぐ

麻ま

呂ろ
（
一

八
五
五
～
一
九
四
三
）
は
、
多
く
の
資
料
を
蒐
集
・
保
持
し
た
。

明
治
末
期
に
な
る
と
、
木
菟
麻
呂
と
朝
日
新
聞
の
記
者
で
あ
っ

た
西
村
天
囚
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）
と
が
中
心
と
な
り
、
懐

徳
堂
復
興
運
動
が
始
ま
る
。
在
阪
企
業
を
中
心
に
各
方
面
か
ら
の

助
力
を
受
け
、
そ
の
後
の
懐
徳
堂
に
関
す
る
様
々
な
活
動
の
母
胎

と
な
る
懐
徳
堂
記
念
会
が
明
治
四
三
年
に
設
立
さ
れ
た（

（
（

。
そ
し 

て
、
記
念
祭
や
展
覧
会
、
関
連
書
籍
の
出
版
と
い
っ
た
記
念
事
業

を
経
て
、
大
正
五
年
、
懐
徳
堂
再
建
に
至
る
。
こ
れ
が
重
建
懐
徳

堂
で
あ
る
。

重
建
懐
徳
堂
の
敷
地
内
に
は
講
堂
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
書
庫
も
建
て
ら
れ
た（

（
（

。
そ
の
中
に
は
、
重
建
懐
徳
堂

設
立
後
に
購
入
し
た
資
料
の
ほ
か
、
大
正
一
三
年
に
亡
く
な
っ
た

天
囚
蔵
書
の
一
部
（
碩
園
記
念
文
庫
）
や
懐
徳
堂
記
念
会
の
評
議

員
で
あ
り
十
五
銀
行
の
頭
取
も
務
め
た
愛
甲
兼か
ね

達さ
と

収
集
資
料
な
ど

が
収
め
ら
れ
、
約
二
六
〇
〇
〇
冊
の
資
料
数
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
重
建
懐
徳
堂
文
庫
は
、
松
山
直
蔵
（
重
建
懐
徳
堂
の
初
代
専
任
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教
授
）
の
教
務
報
告
に
よ
る
と
、「
漢
学
研
究
者
の
た
め
の
特
別

文
庫（

（
（

」
を
目
指
し
て
構
成
さ
れ
た
。
確
か
に
、
碩
園
記
念
文
庫
の

楚
辞
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
現
在
の
楚
辞
研
究
に
お
い
て
も
看

過
で
き
な
い
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
後
、
木
菟
麻
呂
が
所
蔵
す
る

旧
懐
徳
堂
資
料
の
一
部
も
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
（
昭
和
八

年
・
同
一
四
年
）、
重
建
懐
徳
堂
文
庫
は
よ
り
貴
重
な
文
庫
へ
と

成
長
し
て
い
っ
た
。

順
調
に
発
展
す
る
中
、
戦
火
に
襲
わ
れ
る
。
昭
和
二
〇
年
、
大

阪
大
空
襲
で
重
建
懐
徳
堂
の
学
舎
が
焼
失
。
幸
い
な
こ
と
に
書
庫

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
っ
た
た
め
、
文
庫
の
資
料
群
は
難
を
免

れ
た
。
し
か
し
、
重
建
懐
徳
堂
と
し
て
の
活
動
は
限
界
を
迎
え
、

昭
和
二
四
年
に
大
阪
大
学
法
文
学
部
が
出
来
た
際（

（
（

、
重
建
懐
徳
堂

文
庫
は
「
懐
徳
堂
文
庫
」
と
し
て
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た（

（
（

。
大

阪
大
学
は
「
大
阪
に
お
け
る
学
問
の
伝
統
を
示
す
貴
重
な
遺
産（

（
（

」

と
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
を
継
承
。
こ
の
時
の
資
料
数
は
、
約
三
六

〇
〇
〇
冊
で
あ
っ
た
。

懐
徳
堂
文
庫
へ
の
移
行
後
も
、
懐
徳
堂
ま
た
は
懐
徳
堂
関
連
資

料
（
関
連
人
物
旧
蔵
資
料
を
含
む
）
の
寄
贈
や
寄
託
が
続
い
た
。

主
な
物
で
は
、
昭
和
二
七
～
二
八
年
の
岡
田
文
庫
、
昭
和
三
一
年

の
寒
泉
文
庫
、
翌
三
二
年
の
木
間
瀬
文
庫
が
あ
る
。
昭
和
五
一
年

に
は
、
こ
の
時
ま
で
に
懐
徳
堂
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
書
籍
を
対
象

に
、『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、昭
和
五
一
年
）

が
編
纂
・
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
で
漸
く
、
約
四
七
〇
〇
〇
冊
の
懐

徳
堂
文
庫
所
蔵
書
籍
の
中
身
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
の
情
報
は
、
現
在
も
懐
徳
堂
文
庫

資
料
の
基
礎
情
報
と
な
っ
て
い
る
。

「
基
礎
情
報
」と
記
し
た
の
に
は
、二
つ
理
由
が
あ
る
。一
つ
は
、

『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
書
籍
に

限
定
し
た
目
録
で
あ
り
、器
物
は
除
外
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、本
目
録
作
成
後
も
定
期
的
に
資
料
収
集
は
行
わ
れ
、

言
う
な
れ
ば
懐
徳
堂
文
庫
は
現
在
も
「
成
長
」
し
て
い
る
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
当
然
本
目
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
で

あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
残
念
な
が
ら
、
そ
の
成
長
記
録
と
も
言
え
る
目
録

は
、
適
宜
整
備
さ
れ
て
い
る
と
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、
目
録
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
資
料
群
の
中
で
最

も
資
料
数
が
多
く
、
且
つ
二
つ
の
懐
徳
堂
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
貴

重
資
料
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
が
「
新
田
文
庫
」
で
あ
る
。

二
、
新
田
文
庫
（
中
井
家
資
料
）

新
田
文
庫
は
、『
増
補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典
』（
出
版
年
等
は
注

（
１
）参
照
。
以
下
、『
事
典
』
と
略
称
）
で
、
次
の
よ
う
に
解
説

さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。
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大
阪
大
学
所
蔵
の
懐
徳
堂
文
庫
を
構
成
す
る
文
庫
の
一
つ
。

昭
和
五
十
四
年（
一
九
七
九
）、中
井
木
菟
麻
呂
の
妹
終
子（
昭

和
三
十
年
没
）
の
養
女
に
当
た
る
新
田
和
子
所
蔵
の
中
井
家

関
係
資
料
約
千
六
百
点
が
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
寄
贈
さ

れ
、
こ
れ
を
「
新
田
文
庫
」
と
称
す
る
（
第
一
次
新
田
文
庫
）。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
も
、
印
章
・
文

房
具
・
扁
額
・
書
簡
な
ど
約
二
千
余
点
の
寄
贈
が
あ
り
、
懐

徳
堂
の
歴
代
教
授
を
務
め
た
中
井
家
関
係
資
料
が
格
段
に
充

実
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
第
二
次
新
田
文
庫
）。
内
容
の
紹

介
が
加
地
伸
行
「
懐
徳
堂
物
語
（
二
）」
お
よ
び
「
新
資
料

中
井
家
資
料
（
旧
新
田
文
庫
）」
と
し
て
い
ず
れ
も
『
懐
徳
』

五
十
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
新
田
文
庫
は
一
括
で
は
な
く
、

昭
和
五
四
年
と
同
五
八
年
と
の
二
回
に
分
け
て
収
め
ら
れ
た
。
傍

線
で
示
し
た
と
お
り
、
現
在
は
、
こ
の
寄
贈
の
時
期
に
沿
っ
て
資

料
群
を
分
け
、
前
者
を
第
一
次
新
田
文
庫
、
後
者
を
第
二
次
新
田

文
庫
と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
総
称
と
し
て
新
田
文
庫
の
名
称
を

用
い
て
い
る
が
、本
来
は
異
な
る
用
い
ら
れ
方
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

受
入
時
は
第
一
次
新
田
文
庫
を
「
新
田
文
庫
」
と
称
し
、
第
二
次

新
田
文
庫
に
つ
い
て
は
、
右
の
解
説
文
中
に
挙
が
っ
て
い
る
「
新

資
料
中
井
家
資
料（
旧
新
田
文
庫（

（（
（

）」（
以
下
、「
中
井
家（
旧
新
田
）」

と
略
称
）
に
拠
る
と
、
第
一
次
の
分
も
含
め
「
中
井
家
資
料

0

0

0

0

0

」
と

称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
昭
和
五
四
年
の
際
に
は
、
元
の

所
蔵
者
で
あ
る
新
田
和
子
氏
の
姓
を
採
っ
て
、「
新
田
文
庫
」
の

名
称
が
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
昭
和
五
八
年
受
入

の
際
に
は
、
資
料
の
特
質

0

0

に
注
目
し
、「
中
井
家
資
料
」
の
名
称

に
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の 

「
特
質
」
に
つ
い
て
、「
中
井
家
（
旧
新
田
）」
は
、
第
二
次
新
田

文
庫
に
対
し
「（
一
）
中
井
家
の
私
的
側
面
を
伝
え
る
も
の
」
と

「（
二
）
中
井
天
生
関
係
の
も
の
」
と
に
大
別
で
き
る
と
指
摘
し
て

い
る
。
こ
の
指
摘
は
第
一
次
新
田
文
庫
に
も
確
認
で
き
る
た
め
、

「
中
井
家
資
料
」
の
名
称
で
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
も
当
然
と
言

え
よ
う
。

さ
て
、「
中
井
家
資
料
」
の
中
に
は
、
中
井
家

0

0

0

の
先
賢
竹
山
・

履
軒
に
関
す
る
資
料
が
散
見
さ
れ
る
。
中
井
家
関
連
資
料
な
の
で

当
然
と
も
言
え
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
生
じ
る
。
前
章
で
触

れ
た
と
お
り
、
昭
和
初
期
の
段
階
で
、
木
菟
麻
呂
は
多
数
の
貴
重

資
料
を
寄
贈
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
懐
徳
堂

0

0

0

の
先
賢
で
も
あ

る
竹
山
・
履
軒
の
資
料
も
勿
論
含
ま
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
竹
山
・
履
軒
関
連
資
料
に
何
か
差
異
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
田
文
庫
の
竹
山
・
履
軒
関
連
資
料
の
多
く
は
、草
稿
や
文
具
、

私
的
な
書
簡
類
で
あ
る
。
対
し
て
木
菟
麻
呂
が
昭
和
初
期
に
寄
贈

し
た
竹
山
・
履
軒
に
関
す
る
資
料
は
、
懐
徳
堂
の
名
と
共
に
良
く
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そ
の
存
在
が
知
ら
れ
、
且
つ
成
書
さ
れ
た
資
料
が
多
い
。
こ
れ
を

先
述
の
「
中
井
家
の
私
的
側
面
を
伝
え
る
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
あ
く
ま
で
推
測
だ
が
、
こ
れ
が
選
別
の
基
準
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。
個
人
的
な
や
り
取
り
を
記
し
た
書
簡
や
、
個
人

を
示
す
印
章
、
他
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い

草
稿
類
な
ど
は
、
懐
徳
堂
で
は
な
く
、
中
井
家
の
私
的
資
料
と
し
、

分
け
て
手
元
に
大
切
に
保
管
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
井
家
私
的
資
料
群
が
、
何
故
、
懐
徳
堂

文
庫
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
経
緯
等
に
つ
い

て
、
第
一
次
と
第
二
次
と
の
差
異
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
現
時
点

で
判
明
し
て
い
る
情
報
を
ま
と
め
て
お
く
。

ま
ず
、第
一
次
新
田
文
庫
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、木
村
英
一（

（1
（

「
懐

徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す
る
近

況
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
』
第
五
〇
号
、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一
九
八

〇
年
。
以
下
、
木
村
論
考
と
略
称
）
の
中
に
、
次
の
情
報
が
あ
る
。

現
在
池
田
に
在
住
さ
れ
る
新
田
和
子
夫
人
は
、
終
子
先
生
の

養
女
と
し
て
晩
年
の
両
先
生
に
事
え
、
中
井
家
伝
来
の
遺
品

や
両
先
生
の
手
沢
の
書
籍
・
両
先
生
自
筆
の
著
書
・
記
録
・

日
記
等
を
よ
く
保
存
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
記
念

す
べ
き
遺
物
を
如
何
に
整
理
し
保
存
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

夙
に
少
数
の
識
者
の
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
所
で
あ
っ
た

が
、
新
田
夫
人
の
終
始
変
ら
ぬ
誠
意
と
、
関
係
各
位
の
善
処

と
に
よ
っ
て
、
終
に
そ
の
方
途
を
実
現
す
べ
き
機
会
が
到
来

し
た
。
即
ち
昨
昭
和
五
十
四
年
春
、
夫
人
は
両
先
生
を
偲
ぶ

若
干
の
遺
品
以
外
の
全
部
を
挙
げ
て
、
阪
大
図
書
館
の
懐
徳

堂
コ
ー
ナ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
新
田
文
庫

で
あ
る
。
遺
品
の
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
紹
介

に
は
今
後
の
綿
密
な
整
理
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
受

入
れ
の
便
宜
上
仮
り
に
羅
列
し
た
項
目
の
手
び
か
え
に
よ
れ

ば
、
無
慮
三
百
五
十
項
目
に
及
ん
で
い
る
。

第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
は
、「
中
井
家
（
旧
新
田
）」
に
次

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

中
井
終
子
氏
没
後
、
新
田
氏
は
相
続
し
た
遺
物
の
内
、
保
管

場
所
の
関
係
上
、
二
分
し
て
、
か
さ
ば
る
書
籍
類
を
中
心
に

し
た
も
の
を
、吹
田
市
内
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
寄
託
し
、

残
り
の
分
（
中
井
終
子
氏
が
特
に
保
管
を
遺
言
し
た
印
章
な

ど
を
含
む
）
を
自
宅
で
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
四
年
に
、
新
田
氏
は
前
者
を
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
れ
が
「
新
田
文
庫
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
今
回
、
は
し
な
く
も
そ
の
後
者
を
も
入
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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以
上
の
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
各
々
に
次
の
点
が
確
認
で
き
る
。

・
書
籍
類
を
中
心
と
し
た
広
い
保
管
場
所
が
必
要
な
も
の

は
、
吹
田
市
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス

正
教
会
を
指
す
）
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
昭
和

五
四
年
に
大
阪
大
学
へ
寄
贈
。
＝
第
一
次
新
田
文
庫

・
新
田
氏
は
、中
井
終
子
が
特
に
保
管
を
遺
言
し
た
も
の（
印

章
類
）
と
中
井
木
菟
麻
呂
・
終
子
を
偲
ぶ
資
料
と
を
手
元

に
保
管
。
＝
第
二
次
新
田
文
庫

第
一
次
と
第
二
次
と
の
緩
や
か
な
区
分
は
判
明
し
た
が
、
新
田

氏
が
資
料
を
手
放
す
こ
と
に
し
た
理
由
は
、
現
在
確
認
で
き
る
資

料
だ
け
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
木
村
論
考
に
「
少
数
の
識
者
の
思

い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
」
と
あ
り
、
以
前
よ
り
新
田
氏
と
有
識
者

と
の
間
で
資
料
に
関
す
る
や
り
取
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
読
み
取

れ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
記
録
は
な
い
。
第
二
次

新
田
文
庫
に
至
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
や
り
取
り
は
一
切
無
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
事
典
』
の
解
説
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
加
地
伸
行
氏
「
懐
徳
堂
物
語
（
二
）」（
以
下
、
加
地
論
考
と

略
称
）
の
「
目
に
見
え
な
い
因
縁
の
手
が
、
懐
徳
堂
の
事
業
活
動

と
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
筆
者
注
：
第
二
次
新
田
文
庫
を
指
す
）

と
を
結
び
つ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
」
か
ら
窺
え
る（

（1
（

。

入
手
経
路
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
新
田
文
庫
は
未
詳
だ
が
、
第

二
次
新
田
文
庫
は
、
当
時
の
中
尾
松
泉
堂
書
店
主
人
中
尾
堅
一
郎

氏
の
「
懐
徳
堂
の
こ
と
な
ど
」（『
懐
徳
』
第
六
〇
号
、
懐
徳
堂
記

念
会
、
平
成
三
年
。
以
下
、
中
尾
論
考
と
略
称
）
が
参
考
に
な
る
。

昭
和
五
十
八
年
に
懐
徳
堂
・
友
の
会
が
発
足
さ
れ
て
、
懐
徳

堂
関
係
史
料
の
収
集
が
行
れ
た
折
に
、（
中
略
）
池
田
石
橋

の
中
井
和
子
さ
ん
宅
の
二
階
か
ら
懐
徳
堂
・
水
哉
館
の
印
章

や
同
堂
遺
物
遺
品
聯
軸
が
そ
の
侭
に
残
存
し
て
居
り
、
古
い

箪
笥
の
引
出
し
か
ら
中
井
竹
山
・
履
軒
は
じ
め
中
井
家
代
々

の
葬
儀
記
録
が
出
て
き
て
歓
喜
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

右
に
は
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
次
新
田
文
庫

は
中
尾
松
泉
堂
の
仲
介
を
経
て
入
手
し
た
資
料
群
で
あ
る
。
当
時

の
懐
徳
堂
・
友
の
会
の
会
計
資
料
を
調
べ
る
と（

（1
（

、
昭
和
五
八
年
九

月
一
二
日
と
一
一
月
一
五
日
と
の
二
回
に
分
け
て
、
第
二
次
新
田

文
庫
資
料
購
入
と
し
て
計
三
百
五
万
円
が
中
尾
松
泉
堂
に
支
払
わ

れ
て
い
る（

（1
（

（
以
下
、
新
田
伝
票
と
略
称
）。

懐
徳
堂
文
庫
へ
と
至
る
経
緯
に
一
部
疑
問
は
残
る
が
、
そ
の
出

処
は
明
ら
か
で
あ
り
、
新
田
文
庫
が
重
要
な
資
料
群
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
田
文
庫
は
、
一
部
の
人
々
に
し
か

知
ら
れ
て
い
な
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
か
く
言
う
筆
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者
も
、
実
際
に
懐
徳
堂
文
庫
に
足
を
踏
み
入
れ
る
ま
で
、
知
ら
ず

に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
田
文
庫
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
付
箋
が

添
付
さ
れ
た
資
料
群
の
中
に
、
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
資
料

（
中
井
履
軒
『
左
九
羅
帖
』
と
そ
の
対
で
あ
る
『
画え
く

觿じ
り

』）
や
、
前

野
良
沢
・
杉
田
玄
白
ら
に
よ
る
『
解
体
新
書
』
の
前
年
に
成
書
さ

れ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
『
越え
っ

俎そ

弄ろ
う

筆ひ
つ

』
の
草
稿
、
重
建
懐

徳
堂
に
関
す
る
木
菟
麻
呂
の
日
記
、『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
の
下
地

と
も
言
え
る
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
な
ど
、
貴
重
資
料
が

山
積
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
注
目
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
は
、偏
に
目
録
が
整
備
・
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
田
文
庫
目
録
作
成
は
急
務
で
あ
る

と
考
え
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
第
一
次
新
田
文
庫
の
目
録
を

作
成
し
た
。
現
在
は
、
第
二
次
新
田
文
庫
目
録
作
成
の
た
め
の
予

備
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
調
査
過
程
で
、
第
二
次
新
田
文

庫
の
目
録
に
関
す
る
二
つ
の
興
味
深
い
資
料
を
発
見
し
た
。
次
章

で
は
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
、
第
二
次
新
田
文
庫
仮
目
録
の
行
方

資
料
の
授
受
に
際
し
、「
目
録
」
は
不
可
欠
で
あ
る
。
な
お
、

本
稿
で
言
う
「
目
録
」
と
は
、
検
索
機
能
や
書
誌
同
定
を
可
能
と

し
た
内
容
を
記
載
し
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、「
リ
ス
ト
（
一
覧

表
）」
類
も
含
ん
で
い
る
。

前
掲
の
木
村
論
考
か
ら
は
、
第
一
次
新
田
文
庫
の
目
録
に
該
当

す
る
物
と
し
て
「
手
び
か
え
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
が
第
一
次
新
田
文
庫
受
入
時
に
最
も
近

い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
「
三
百
五
十
項

目
」の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、竹
腰
論
考
で
は「
昭

和
五
四
年
に
書
籍
約
三
〇
〇
点
六
〇
〇
冊
と
文
書
・
器
物
類
が
約

一
〇
〇
点
」
と
な
り
、
数
に
変
動
が
見
ら
れ
る
。
木
村
論
考
と
竹

腰
論
考
と
の
間
で
資
料
数
に
五
〇
点
の
差
が
出
て
い
る
の
は
、
竹

腰
論
考
に
至
る
間
に
改
め
て
調
査
が
行
わ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
先
述
の
と
お
り
、
筆
者
は
第
一
次
新
田
文
庫
の
目

録
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
の
成
果
に
基
づ
く
と
、
文
書
・
器
物
類

は
確
か
に
約
一
〇
〇
点
だ
が
、
書
籍
は
約
六
七
〇
点
、
冊
数
に
す

れ
ば
更
に
増
量
す
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
竹
腰
論
考
と
合
致
し
な
い
の
で

あ
る
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
竹
腰
氏
は
同
論
考
の
末
尾
に
、
資
料

の
数
量
は
懐
徳
堂
記
念
会
に
あ
っ
た
仮
目
録

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
依
拠
し
て
お
り
現

物
と
照
合
し
た
計
数
で
は
な
い
、
と
断
り
を
入
れ
て
い
る
た
め
、

竹
腰
論
考
の
数
値
は
実
際
に
数
え
た
も
の
で
は
な
く
、「
仮
目
録
」

に
基
づ
い
た
情
報
で
あ
ろ
う
。第
二
次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
も「
書

籍
約
三
〇
点
五
〇
冊
と
文
書
・
器
物
類
約
一
三
〇
点
」
と
記
し
て

い
る
が
、
こ
の
情
報
も
「
仮
目
録
」
に
拠
る
可
能
性
は
高
い
。
残

念
な
が
ら
、
第
一
次
新
田
文
庫
の
「
仮
目
録
」
に
該
当
す
る
よ
う
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な
資
料
は
、
現
時
点
で
見
つ
け
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
第
二

次
新
田
文
庫
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
が
二
つ

見
つ
か
っ
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
新
田
伝
票
に
添
付
の
「
新
田
和
子
氏
所
蔵
懐

徳
堂
関
係
遺
物
目
録
（
全
十
校
）」
と
題
さ
れ
た
手
書
き
資
料
の

コ
ピ
ー
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
資
料
購
入
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
抄
者
は
不
明
だ
が
、
中
尾
論
考
を
踏
ま
え
る
と
、

中
尾
堅
一
郎
氏
が
作
成
者
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る（

（1
（

。
本
稿
で
は
、

こ
れ
を
「
中
尾
目
録
」
と
称
す
る
。
ち
な
み
に
購
入
よ
り
も
数
ヶ

月
前
に
作
成
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

二
つ
目
が
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
新 

ロ
ッ
カ
ー
」
と
タ
イ
ト
ル
の
付
い
た
五
枚
の
罫
紙
で
あ
る
。
本
稿

で
は
便
宜
上
、「
セ
ン
タ
ー
目
録
」
と
称
す
る
。

井
上
了
氏
「
懐
徳
堂
文
庫
等
所
蔵
新
収
資
料
・
器
物
等
目
録
」

（『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究　

共
同
研
究
報
告
書
』、
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
平
成
一
五
年
）
の
中
に
は
第
二
次
新
田
文
庫
の

目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
「
竹
腰
礼
子
氏
（
元
財
団

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
嘱
託
研
究
員
）
よ
り
大
阪
大
学
文
学
部
懐
徳

堂
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
さ
れ
た
一
連
の
資
料
リ
ス
ト
を
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
但
書
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

平
成
二
八
年
頃
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
作
成
者
や
作
成
時
は
不
明
だ
が
、
該
当
す
る
可
能

中尾目録
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性
の
高
い
資
料
と
し
て
紹
介
し
て
頂
い
た
も
の
が
「
セ
ン
タ
ー
目

録
」
で
あ
る（

（1
（

。

セ
ン
タ
ー
目
録
に
は
、
第
二
次
新
田
文
庫
と
思
わ
れ
る
一
連
の

資
料
名
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
井
上
氏
の
も
の
と
対
照
す
る
と
、

配
列
・
資
料
名
等
全
て
一
致
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
目

録
が
「
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
さ
れ
た
一
連
の
資
料
リ
ス
ト
」

で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
言
え
る
。

で
は
、
中
尾
目
録
と
セ
ン
タ
ー
目
録
、
双
方
の
関
係
性
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。「
仮
目
録
」
に
該
当
す
る
か
の
検
討
も
含
め
て
比

較
対
象
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
ず
は
、

全
体
的
な
異
同
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

中
尾
目
録
は
縦
書
き
の
用
紙
を
上
下
二
段
に
分
け
、
上
段
に
資

料
名
と
数
量
、
下
段
に
は
「
整
理
番
号
」
と
し
て
丸
数
字
を
記
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
目
録
は
横
書
き
の
用
紙
を
五
列
に
分
け
、
左

か
ら
Ｆ
で
始
ま
る
番
号
、
分
類
、
資
料
名
、
数
量
、
通
し
番
号
（
五

桁
）
を
記
し
て
い
る
。
双
方
を
対
照
す
る
と
、
資
料
名
は
勿
論
、

中
尾
目
録
の
「
整
理
番
号
」
を
セ
ン
タ
ー
目
録
の
Ｆ
番
号
と
読
み

替
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
目
録
は
、
中

尾
目
録
を
転
記
し
、
通
し
番
号
を
付
け
た
だ
け
の
資
料
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
冒
頭
か
ら
順
に
対
照
す
る
と
、
明
ら
か
に

異
な
る
点
が
二
点
判
明
し
た
。
一
点
は
、
資
料
の
分
類
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

《
中
尾
目
録
》

印
記
類
・
文
房
類
・
道
具
類
・
雑
類
・
特
殊
遺
品
類
・
扁
額

類
・
装
潢
類
・
短
冊
類
・
遺
稿
類
・
書
簡
類
・
記
録
類
・
拓

本
類
・
天
生
収
蔵
品
類
・
複
製
類
・
書
籍
類

《
セ
ン
タ
ー
目
録
》

器
物
・
掛
軸
・
マ
ク
リ
・
扇
子
・
短
冊
・
書
簡
・
記
録
・
天

生
関
係
・
中
井
終
子
関
係

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
沿
っ
て
資
料
を
配
列
し
て
い
る
た
め
、
資

料
の
記
載
順
は
異
な
る
が
、資
料
名
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。

センター目録
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な
お
、
セ
ン
タ
ー
目
録
の
分
類
名
は
、
第
一
次
新
田
文
庫
に
も
共

通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
入
後
に
第
一
次
新

田
文
庫
と
同
様
の
整
理
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
点
が
、資
料
数
と
資
料
内
容
の
差
異
で
あ
る（

11
（

。セ
ン
タ
ー

目
録
は
一
五
三
点
、
中
尾
目
録
は
一
八
四
点
、
三
一
点
の
差
異
が

あ
る
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
目
録
の
方
が
少
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

中
尾
目
録
に
は
無
い
資
料
四
点
が
見
え
る
。
ま
た
、
一
部
の
資
料

に
は
Ｆ
番
号
と
整
理
番
号
に
ズ
レ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー

目
録
で
Ｆ
（0（
は
「
親
族
解
説
図
（
中
井
履
軒
筆
）」
だ
が
、
中
尾

目
録
で
は
「
万
国
大
年
表
」
を
指
す
。
Ｆ
（（0
「
吉
田
鋭
雄
未
定
稿
、

懐
徳
堂
先
賢
表
並
懐
徳
堂
先
賢
未
見
遺
書
目
」
は
、
中
尾
目
録
に

よ
る
と
「
聚
分
韻
略
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
挙
げ
た
「
親
族
解

説
図
（
中
井
履
軒
筆
）」「
吉
田
鋭
雄
未
定
稿
、
懐
徳
堂
先
賢
表
並

懐
徳
堂
先
賢
未
見
遺
書
目
」
の
双
方
と
も
、
先
述
の
中
尾
目
録
に

は
無
い
資
料
四
点
の
内
の
二
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
万
国
大

年
表
」・「
聚
分
韻
略
」
は
、
セ
ン
タ
ー
目
録
に
無
い
。

と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
Ｆ
番
号
と
整
理
番
号
の
差
異
が
見
ら

れ
る
も
の
は
数
点
で
あ
り
、
先
程
の
三
一
点
の
資
料
数
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、「
万
国
大
年
表
」・「
聚

分
韻
略
」
が
セ
ン
タ
ー
目
録
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
手
が
か
り

に
対
照
し
た
結
果
、
中
尾
目
録
の
「
書
籍
類
」
三
二
件
に
該
当
し

て
い
る
資
料
が
全
て
欠
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

な
お
、
セ
ン
タ
ー
目
録
か
ら
書
籍
類
が
抜
け
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
竹
腰
論
考
の
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

蒐
集
さ
れ
た
資
料
は
、
先
に
も
述
べ
た
理
由
で
、
現
状
で
は

書
籍
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
軸
物
・
額
・
文
書
な
ど
器

物
類
は
文
学
部
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は

図
書
館
が
管
理
し
、
後
者
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
は（
財
）懐

徳
堂
記
念
会
が
管
理
を
行
っ
て
き
た
。

第
二
次
新
田
文
庫
に
限
ら
ず
、個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
、

書
籍
と
器
物
の
双
方
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
一
括
し
て
受
け
入
れ
る
か
否
か
は
各
機
関
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
阪
大
学
の
場
合
は
、
書
籍
は
附

属
図
書
館
、
器
物
類
は
大
阪
大
学
文
学
部
と
分
け
て
受
入
て
い
た

こ
と
が
、
右
の
竹
腰
論
考
か
ら
分
か
る
。
ま
た
、
所
蔵
は
文
学
部

で
あ
る
が
、
管
理
は
懐
徳
堂
記
念
会
が
行
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認

で
き
る
。
井
上
氏
の
但
書
き
に
従
う
な
ら
ば
、
セ
ン
タ
ー
目
録
は

懐
徳
堂
記
念
会
の
職
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と

す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
目
録
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
管
理
し
て
い
た

器
物
類
の
み
を
対
象

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、
書
籍
類
は
除

外
さ
れ
た
と
推
断
で
き
る
。

中
尾
目
録
と
セ
ン
タ
ー
目
録
の
異
同
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
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で
、
次
に
、
竹
腰
論
考
が
参
照
し
た
「
仮
目
録
」
に
該
当
す
る
の

か
を
検
討
す
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
双
方
と
も
異
な
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
資
料
数
で
あ
る
。
竹
腰
論
考
で
第
二

次
新
田
文
庫
の
資
料
数
は
、「
書
籍
約
三
〇
点
五
〇
冊
と
文
書
・

器
物
類
約
一
三
〇
点
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
書
籍
数
は
中
尾
目
録

と
一
致
す
る
も
の
の
、
文
書
・
器
物
類
の
数
が
大
き
く
異
な
る
。

中
尾
目
録
、
セ
ン
タ
ー
目
録
と
も
、
器
物
類
の
資
料
数
は
一
四
〇

を
優
に
超
え
て
い
る
。
竹
腰
論
考
の
数
値
が
資
料
を
実
見
し
た
数

と
言
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
予
備
調
査
で
筆
者
が
第
二
次
新
田
文

庫
を
概
観
し
た
際
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
一
四
〇
点
は
超
え
る

資
料
数
で
あ
っ
た
た
め
、
一
三
〇
点
と
い
う
数
字
は
首
肯
で
き
な

い
。
よ
っ
て
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
「
仮
目
録
」
も
第
一
次
新
田

文
庫
と
同
様
、
現
時
点
で
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

資
料
数
と
言
う
点
に
の
み
着
目
す
る
な
ら
ば
、
目
録
で
は
無
い

が
、「
中
井
家
（
旧
新
田
）」
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

「
中
井
家
（
旧
新
田
）」
は
、
受
入
直
後
に
作
成
さ
れ
た
第
二
次

新
田
文
庫
報
告
書
で
あ
る
。受
入
直
後
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

資
料
の
分
類
は
中
尾
目
録
に
即
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
具
類
・

雑
類
・
特
殊
遺
品
類
・
拓
本
類
・
天
生
収
蔵
品
類
・
複
製
類
を
除

き
、
各
分
類
の
資
料
数
が
記
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、

単
純
に
中
尾
目
録
に
掲
載
の
資
料
数
を
記
し
た
だ
け
で
は
な
い
か

と
も
受
け
取
れ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
目
録
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た

資
料「
親
族
解
説
図（
中
井
履
軒
筆
）」が
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、

中
尾
目
録
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
の
で
は
な
く
、
受
入
後
の

調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
残
念
な
が
ら
「
仮
目
録
」
の
謎
は
解
明
で
き
な

か
っ
た
が
、
中
尾
目
録
と
セ
ン
タ
ー
目
録
、
二
つ
の
異
な
る
目
録

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
整
理
番
号
と
Ｆ
番
号
と
が
異
な
る

理
由
や
資
料
の
異
同
等
、
疑
問
が
残
さ
れ
た
状
態
で
は
あ
る
が
、

資
料
入
手
か
ら
近
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
目
録
が
あ
る
こ
と
は
、

今
後
の
調
査
を
行
う
上
で
非
常
に
有
力
な
情
報
で
あ
る
。

四
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
貴
重
資
料

二
つ
の
目
録
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
前
章
で
の

検
討
か
ら
、
や
は
り
第
二
次
新
田
文
庫
を
網
羅
し
た
目
録
は
存
在

し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
目
録
未
整
備

の
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
受
入
直
後
よ
り
第
二
次
新
田
文
庫
の
貴

重
資
料
数
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
次
新
田
文
庫

の
重
要
性
が
早
い
段
階
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

本
章
で
は
、
現
在
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
第
二
次
新
田
文
庫
の
資
料

と
、予
備
調
査
の
段
階
で
発
見
し
た
興
味
深
い
資
料
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
最
も
早
い
段
階
で
紹
介
さ
れ
た
第
二
次
新
田
文
庫
資
料

は
、
加
地
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
次
の
四
点
で
あ
る（

11
（

。
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Ｆ
（（　

履
軒
肖
像　

附
履
軒
草
稿
三
枚

Ｆ
（（　

履
軒
宛
奉
公
人
（
ま
つ
）
請
状

Ｆ
（（　

桐
園
等
写
真
四
枚　

写
真
立
三
基

Ｆ
（（（　

中
井
家
歴
代
襄
事
録

中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、
Ｆ
（（（
の
「
中
井
家
歴
代
襄
事
録
」

で
あ
る
。
本
資
料
は
、
旧
懐
徳
堂
に
関
わ
る
中
井
家
数
名
分
の
詳

細
な
葬
儀
記
録
で
あ
り
、
当
時
の
儒
者
の
葬
儀
記
録
が
ま
と
ま
っ

て
い
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
加
地
論
考
は
そ
の
重
要
性
を

鑑
み
て
か
、
四
点
の
中
で
最
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
重

要
性
と
注
目
度
の
高
さ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
加
地
論
考
の
二
年

後
に
は
、「
中
井
家
襄
事
録
」
の
中
か
ら
、
竹
山
の
襄
事
録
（
葬

儀
記
録
）
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ（

11
（

、
そ
の
三
年
後
に
は
同
資
料
中
の

別
の
人
物
の
記
録
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

次
に
、
展
覧
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
情
報
を
紹
介

す
る
。第
二
次
新
田
文
庫
の
資
料
が
一
般
に
初
公
開
さ
れ
た
の
は
、

大
阪
市
立
博
物
館
と
懐
徳
堂
記
念
会
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
が
、
大

阪
大
学
の
後
援
を
得
て
開
催
し
た
「
大
阪
市
立
博
物
館
特
別
展 

『
懐
徳
堂
―
近
世
大
阪
の
学
校
―
』」（
会
期
：
昭
和
六
一
年
三
月

一
一
日
～
四
月
一
七
日
、
会
場
：
大
阪
市
立
博
物
館
）
の
時
で
あ

る（
11
（

。こ
の
時
の
展
覧
会
目
録
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
印
章
類
は
、

第
二
次
新
田
文
庫
所
蔵
資
料
の
中
で
も
目
玉
と
な
る
資
料
の
一
つ

で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
第
二
次
新
田
文
庫
に
は
二
五
〇
顆
を
超
え

る
印
章
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
が
ま
と
ま
っ
て
伝

存
さ
れ
た
の
は
希
有
な
例
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
印
章
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
り（

11
（

、
そ

の
研
究
成
果
の
一
部
は
、
資
料
紹
介
も
兼
ね
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で

公
開
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
現
状
の
整
理
状
況
に
関
す
る
福
田
一

也
氏
の
報
告
も
あ
る（

11
（

。

以
上
の
紙
面
や
冊
子
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
既
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
資
料
の
ほ
か
、
筆
者
が
予
備
調
査
の
段
階
で
発
見
し
た
興

味
深
い
資
料
と
し
て
、
本
稿
で
は
次
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

Ｆ
（（　

蕉
園
宛
竹
山
書
簡

Ｆ
（（　

履
軒
筆
和
歌
評
釈

Ｆ
１　

寄
附
寄
贈
贈
物
謝
礼
書
類

Ｆ
（（　

磐
上
閣
記（

11
（

Ｆ
（0　

天
生
筆
懐
徳
堂
関
係
草
稿 

Ｆ
（（　

天
生
遺
稿

Ｆ
（（　

山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
文
稿
等

右
に
挙
げ
た
資
料
の
内
、
Ｆ
１
よ
り
左
は
近
代
初
期
の
資
料
で

あ
る
。
Ｆ
（（
・
Ｆ
（（
は
旧
懐
徳
堂
関
連
資
料
で
あ
り
、
資
料
名
か

ら
で
も
充
分
に
そ
の
重
要
性
が
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
Ｆ
１
以
降
は
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資
料
名
か
ら
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
、

Ｆ
１
以
降
の
資
料
に
つ
い
て
は
、簡
単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
。

Ｆ
１
は
、
旧
懐
徳
堂
資
料
に
関
わ
る
三
点
の
資
料
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
三
点
の
い
ず
れ
も
興
味
深
い
が
、
特
に
目
を
引
く

の
は
、
懐
徳
堂
文
庫
の
中
で
も
特
に
重
要
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
の
多
い
資
料
一
三
二
点
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
値
段
が

記
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
本
資

料
が
作
ら
れ
た
の
か
、
詳
細
な
調
査
が
俟
た
れ
る
。
Ｆ
（（
は
、
大

阪
正
教
会
の
建
物
（
三
橋
楼
・
大
阪
生
神
女
庇
護
聖
堂
）
に
関
す

る
木
菟
麻
呂
の
文
章
で
あ
る
。
木
菟
麻
呂
は
懐
徳
堂
及
び
中
井
家

資
料
の
伝
存
と
復
興
に
努
め
た
人
物
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
日
本
正
教
会
）
の
活
動
を
語
る
上
で
も

外
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
物
で
あ
る
。
本
資
料
も
、
そ
の
活
動
に

関
わ
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
Ｆ
（（
だ
け
で
は
な
く
、
第
二
次

新
田
文
庫
に
は
日
本
正
教
会
に
関
す
る
木
菟
麻
呂
と
終
子
の
活
動

に
関
す
る
資
料
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
Ｆ
（0
に
は
、
中
井
終
子

口
述
筆
記
の
「
安
政
以
後
の
大
阪
学
校
」（『
懐
徳
』
第
九
号
、
懐

徳
堂
堂
友
会（

11
（

、昭
和
六
年
）や
中
井
木
菟
麻
呂「
己
巳
残
愁
録
」（『
懐

徳
』
第
一
〇
号
、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
昭
和
七
年
）
の
草
稿
類
が
含

ま
れ
て
い
る
。
成
書
版
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
、
新
た
な
情
報
が

出
て
く
る
可
能
性
は
高
い
。
Ｆ
（（
に
は
、
旧
懐
徳
堂
の
校
舎
跡
に

建
て
ら
れ
た
「
懐
徳
堂
旧
阯
碑
」
の
碑
文
草
稿
（
朱
入
り
）
や
懐

徳
堂
堂
友
会
幹
事
か
ら
の
書
簡
が
含
ま
れ
て
お
り（

1（
（

、
当
時
の
メ
セ

ナ
運
動
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
Ｆ

（（
に
は
木
菟
麻
呂
と
三
島
中
洲
と
の
交
流
を
示
す
資
料
だ
け
で
は

な
く
、
中
国
近
代
詩
人
と
し
て
著
名
な
蒋
智
由
の
書
簡
も
含
ま
れ

て
お
り
、
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
交
流
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
新
田
文
庫
に
は
、
旧
懐
徳

堂
・
重
建
懐
徳
堂
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
正
教
会
の
活
動
や
、
近

代
の
知
識
人
達
と
の
交
流
を
示
す
資
料
も
多
数
遺
さ
れ
て
い
る
。

明
治
か
ら
昭
和
初
期
、
所
謂
日
本
近
代
初
期
の
資
料
が
研
究
対
象

と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
第
二
次
新
田
文
庫
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
但
し
、
右
の
資
料
説
明
に
も
表
れ
て
い
る
と
お
り
、

現
状
の
資
料
名
だ
け
で
は
内
容
が
窺
う
こ
と
が
難
し
い
状
態
で
あ

る
た
め
、
単
純
な
リ
ス
ト
で
は
な
く
、
内
容
の
詳
細
情
報
を
含
ん

だ
目
録
の
整
備
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
目
録
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
資
料
の
価
値
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
価
値
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
今
後

の
保
存
・
管
理
の
対
応
に
も
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
詳
細
な
目
録
と
は
言
え
な
い
中
尾
目

録
・
セ
ン
タ
ー
目
録
か
ら
で
も
実
感
し
た
。

懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
ど
の
文
庫
に
所
属
す
る
資
料
な
の
か
、
ど
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の
よ
う
な
由
来
・
価
値
を
持
つ
資
料
な
の
か
が
不
明
な
た
め
、
配

架
や
保
存
が
躊
躇
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
中

尾
目
録
・
セ
ン
タ
ー
目
録
の
発
見
に
よ
り
、
第
二
次
新
田
文
庫
に

関
わ
る
資
料
で
あ
る
と
分
か
っ
た
物
が
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
印

章
類
は
、
第
二
次
新
田
文
庫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
印
し
が
な
い
た

め
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
資
料
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
印
章
に
添
付
さ
れ
た
紙
片
に
書
か
れ

て
い
る
「
壱
」
か
ら
「
六
」
の
数
字
が
指
す
意
味
は
謎
と
さ
れ
、

等
閑
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
尾
目
録
・
セ
ン
タ
ー
目
録
を

確
認
す
る
と
、
印
章
類
が
第
二
次
新
田
文
庫
の
資
料
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
数
字
が
寄
贈
時
の
箱
番
号
を
示
し
て
い
る

こ
と
も
判
明
し
た
。
箱
の
区
分
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
る
た
め
、

蔑
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

11
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
の
資
料
の
適
切
な
保
存
・
管
理
の
観
点

か
ら
も
目
録
整
備
は
必
須
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
第
二
次
新
田
文
庫
の
由
来
や
貴
重
資
料
の
紹
介
と
並
行

し
、
目
録
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
受
入
時
か
ら
の
数

年
間
は
、
研
究
者
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
懐
徳
堂

記
念
会
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
も
積
極
的
に
資
料
調
査
を
進
め
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
記
録
か
ら
窺
え
る
（
傍
線
は
筆
者

に
よ
る
）。

懐
徳
堂
に
伝
わ
っ
た
書
類
や
品
々
、
中
井
家
伝
来
の
書
籍
や

遺
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
文
庫
の
一
部
と
し
て
大
阪

大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
物
の
う
ち
、書
籍
に
関
し
て
の
み
、

調
査
分
類
が
あ
る
程
度
な
さ
れ
た
と
い
う
状
態
の
ま
ま
で
し

た
。
数
年
前
に
新
田
和
子
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
中
井
家
資
料

と
、
昨
年
入
手
し
た
同
資
料
の
内
の
残
さ
れ
て
い
た
も
の
も

含
め
て
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
（
主
と
し
て
遺
物
）
の
調
査
が
、

今
夏
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
資
料
の
全
貌
を
把
握
し
、
展

示
公
開
に
備
え
よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
目
的
で
す
。（「
懐

徳
堂
友
の
会
だ
よ
り
」N

o.（

（
昭
和
五
九
年
九
月
））

懐
徳
堂
関
係
資
料
（
大
阪
大
学
収
蔵
の
懐
徳
堂
文
庫
お
よ
び

中
井
家
資
料
）
の
う
ち
、
書
籍
を
除
い
た
遺
物
、
墨
跡
、
記

録
類
等
の
調
査
が
昨
年
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
仮
分
類

が
す
み
、
現
在
は
写
真
撮
影
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
貴
重

な
資
料
、興
味
深
い
品
々
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
が
待
た
れ
ま
す
。（「
懐
徳
堂
友

の
会
だ
よ
り
」N

o.（

（
昭
和
六
〇
年
一
月
））
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し
か
し
、
昭
和
六
三
年
頃
を
境
に
、
第
二
次
新
田
文
庫
に
関
す

る
紹
介
や
資
料
調
査
の
報
告
は
止
ま
る
。「
中
井
家
襄
事
録
」
も
、

全
て
が
翻
刻
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
正
確
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
昭
和
六
〇
年
の
寒
泉

文
庫
、続
く
昭
和
六
一
～
六
二
年
の
逆
瀬
文
庫
の
蒐
集
・
寄
贈
が
、

一
つ
の
原
因
で
は
無
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で

器
物
類
を
管
理
し
て
い
た
懐
徳
堂
記
念
会
と
し
て
は
、
新
資
料
で

あ
る
寒
泉
文
庫
・
逆
瀬
文
庫
の
対
応
に
追
わ
れ
、
第
二
次
新
田
文

庫
目
録
整
備
や
資
料
調
査
を
続
行
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

長
年
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
第
二
次
新
田
文
庫
だ
が
、
本
稿
で
紹

介
し
た
と
お
り
、
懐
徳
堂
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
初
期
の
知

識
人
達
の
様
相
を
窺
う
上
で
も
重
要
と
な
る
資
料
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
研
究
の
俎
上
に
載
せ
る
た
め
に
も
、
今
後
も

継
続
し
て
調
査
を
行
い
、
早
期
の
目
録
整
備
に
努
め
た
い
。

［
付
記
］本
稿
は
、第
九
回（
通
算
第
二
二
回
）懐
徳
堂
研
究
会（
平

成
二
八
年
一
二
月
六
日（
日
） 

於
大
阪
大
学
文
学
部
大
会
議
室
）

で
発
表
し
た
「「
第
二
次
新
田
文
庫
」
整
理
作
業
の
た
め
の
事

前
調
査
」
を
基
に
修
訂
を
加
え
、
且
つ
第
二
次
新
田
文
庫
で
発

見
し
た
新
資
料
の
情
報
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
） 『
増
補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典
』（
湯
浅
邦
弘
編
、
大
阪
大
学
出
版
会
、 

平
成
二
八
年
）「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
」
の
説
明
に
よ
る
。
な
お
、

竹
腰
論
考
で
は
、
書
籍
五
三
五
〇
〇
冊
・
器
物
六
〇
〇
点
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
２
） 

拙
稿
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
２
０
０

４
』、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成

一
六
年
）、同「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録（
続
）」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

報
２
０
０
５
』、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究
セ
ン

タ
ー
、
平
成
一
七
年
）。
現
在
は
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
図
書
館
の
デ
ー

タ
が
作
成
さ
れ
、
第
一
次
新
田
文
庫
の
書
籍
に
関
し
て
は
、
大
阪
大
学

附
属
図
書
館
の
蔵
書
検
索
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
３
） 

竹
腰
論
考
に
は
、
売
却
・
遺
漏
だ
け
で
は
な
く
、
盗
難
や
親
戚
へ
の
分

散
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

（
４
） 

大
正
二
年
に
財
団
法
人
と
し
て
認
可
。
現
在
の
懐
徳
堂
記
念
会
へ
と 

至
る
。

（
５
） 

書
庫
は
大
正
一
五
年
に
竣
工
。

（
６
） 『
懐
徳
』
第
五
号
（
懐
徳
堂
創
学
二
百
周
年　

同
重
建
十
周
年
祭
典
並

記
念
式
号
）、
懐
徳
堂
堂
友
会
、
昭
和
二
年
。

（
７
） 
法
文
学
部
の
設
置
は
昭
和
二
三
年
九
月
。

（
８
） 
周
辺
状
況
に
つ
い
て
は
、
木
村
英
一
「
今
日
の
懐
徳
堂
記
念
会
」（『
懐

徳
堂
の
過
去
と
現
在
』、
大
阪
大
学
、
昭
和
二
八
年
）
に
詳
し
い
。
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（
９
） 『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、
昭
和
五
一
年
）
の
序

文
（
大
阪
大
学
文
学
部
長
梅
溪
昇
）
に
よ
る
。

（
（0
） 
購
入
や
寄
贈
の
仲
介
等
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
資
料
の
保
管
・
保
存
等
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂

記
念
会
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
（（
） 

執
筆
者
は
未
詳
。
お
そ
ら
く
は
、
当
時
懐
徳
堂
記
念
会
に
勤
務
し
て
い

た
岸
田
知
子
氏
（
後
に
中
央
大
学
教
授
）
の
手
に
よ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 

木
村
英
一
は
、
こ
の
論
考
発
表
時
は
大
阪
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
が
、

大
阪
大
学
に
勤
務
時
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
及
び
懐
徳
堂
堂
友
会
の
運
営

に
深
く
関
与
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に
懐
徳
堂
資
料
の
動

向
に
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 

加
地
伸
行
氏
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
当
時
懐
徳
堂
記
念
会
の
評

議
員
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
二
次
新
田
文
庫
の

受
入
に
深
く
関
与
さ
れ
て
い
た
。
氏
か
ら
は
、
平
成
二
八
年
頃
、
第
二

次
新
田
文
庫
の
受
入
に
つ
い
て
、
数
回
に
わ
た
り
ご
教
示
を
頂
い
た
。

そ
の
際
、
新
田
氏
と
縁
が
で
き
た
の
は
偶
然
で
あ
り
、
当
時
新
田
氏
は

ご
高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
資
料
の
保
管
に
限
界
を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
の
情
報
を
頂
い
て
い
る
。

（
（（
） 「
懐
徳
堂
・
友
の
会
」
と
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
事
業
を
後
援
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
任
意
団
体
で
あ
る
。
平
成
八
年
に
は
、
懐
徳
堂
記
念
会

に
一
本
化
さ
れ
、
発
展
的
に
解
消
し
た
。
な
お
、
筆
者
は
平
成
二
二
年

度
～
平
成
二
九
年
度
ま
で
懐
徳
堂
記
念
会
に
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
際

に
こ
の
伝
票
を
確
認
し
た
。

（
（（
） 

購
入
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
も
加
地
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
と
こ
ろ
、

昭
和
五
四
年
は
寄
贈
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
八
年
の
時
は
購
入
と
な
り
、

購
入
費
用
の
支
払
い
と
諸
処
理
（
整
理
作
業
や
資
料
価
値
の
認
定
等
）

を
含
め
て
中
尾
松
泉
堂
に
依
頼
し
た
と
ご
教
示
頂
い
た
。

（
（（
） 『
事
典
』
で
第
一
次
新
田
文
庫
の
資
料
数
が
「
約
千
六
百
点
」
と
あ
る

の
は
、
冊
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
資
料
も
含
む
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
（（
） 

注（
（（
）も
参
照
。

（
（（
） 

中
尾
目
録
の
末
尾
に
「
昭
和
五
十
八
年
四
月
三
十
日
調
査
・
五
月
一
日

仮
目
録
作
製
・
五
月
二
十
九
日
本
目
録
作
製
」
と
あ
る
。

（
（（
） 

当
時
の
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員
は
福
田
一
也
氏
で
あ
る
。
氏
は
セ

ン
タ
ー
が
持
つ
様
々
な
資
料
を
快
く
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

（
（0
） 

資
料
数
は
、
整
理
番
号
ま
た
は
Ｆ
番
号
の
数
に
基
づ
く
。
但
し
、
番
号

は
重
複
す
る
が
資
料
名
が
異
な
る
場
合
に
は
、
別
資
料
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
し
た
。

（
（（
） 『
事
典
』
に
記
載
の
第
二
次
新
田
文
庫
資
料
数
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
た

と
思
わ
れ
る
。

（
（（
） 
本
稿
で
は
Ｆ
番
号
で
記
し
て
い
る
が
、
中
尾
目
録
の
整
理
番
号
と
一
致

し
て
い
る
。
な
お
、
資
料
名
も
双
方
の
目
録
と
一
致
し
て
い
る
。
以
下

紹
介
す
る
資
料
も
特
に
注
記
が
無
い
限
り
同
様
。

（
（（
） 

山
中
浩
之
・
小
堀
一
正
「
資
料
報
告　

中
井
竹
山
葬
儀
記
録
」（『
懐
徳
』
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第
五
四
号
、
懐
徳
堂
記
念
会
、
昭
和
六
〇
年
）

（
（（
） 

山
中
浩
之
・
小
堀
一
正
「
資
料
報
告　

中
井
甃
庵
・
甃
庵
夫
人
・
中
井

蕉
園
葬
儀
記
録
」（『
懐
徳
』第
五
七
号
、懐
徳
堂
記
念
会
、昭
和
六
三
年
）

（
（（
） 
こ
の
展
覧
会
の
図
録
が
『
懐
徳
堂
―
近
世
大
坂
の
学
校
―
』（
大
阪
市

立
博
物
館
、
昭
和
六
一
年
）
で
あ
る
。

（
（（
） 「
中
井
竹
山
の
印
章
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
２
０
０
７
』、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
九
年
）、「
中
井

履
軒
の
印
章
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
２
０
０
８
』、
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
〇
年
）
等
。

（
（（
） 「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」（http://kaitokudo.jp/K

aitokudo/navi/index.

htm
l

）。

（
（（
） 「
懐
徳
堂
印
の
整
理
と
保
存
に
つ
い
て
（
付
録
）
懐
徳
堂
印
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
七
号
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳

堂
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
八
年
）。

（
（（
） 

本
資
料
は
、
中
尾
目
録
・
セ
ン
タ
ー
目
録
と
も
「
嵯
峨
に
ち
な
み
あ
る

文
章
詩
歌
集　

二
十
一
点
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
本
稿
で
紹
介

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
（0
） 「
懐
徳
堂
堂
友
会
」
と
は
、
重
建
懐
徳
堂
関
係
者
の
同
窓
会
。
懐
徳
堂

記
念
会
が
行
っ
て
い
た
諸
事
業
の
後
援
組
織
。
昭
和
五
八
年
に
懐
徳

堂
・
友
の
会
（
注（
（（
）参
照
）
へ
と
発
展
的
に
解
消
し
た
。

（
（（
） 

懐
徳
堂
旧
阯
碑
は
、
現
在
、
日
本
生
命
本
店
ビ
ル
の
南
側
壁
面
に
あ
る
。

（
（（
） 「
壱
」
と
「
四
」
に
は
履
軒
関
係
、「
弐
」
は
木
菟
麻
呂
関
係
、「
参
」

は
竹
山
関
係
、「
五
」
は
中
井
家
関
係
、「
六
」
は
桐
園
等
、
と
分
け
ら

れ
て
い
る
。
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